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PRESS RELEASE 

2023年 11月 27日 

アッヴィ、炎症性腸疾患（IBD）患者さんを対象に、自分の症状の悩みや治療目標

を医師に伝えることをサポートする LINEプログラム「たよって IBD」を開設 

− 炎症性腸疾患（IBD）患者さんが自分の症状の悩みや治療目標を適切に伝えるための

サポートを目的とした LINEを利用したプログラム 

− IBD患者さんの中には、医師に症状の悩みや治療に対する不満をうまく伝えられていな

い 1という課題が存在 

− 12日間にわたって、①知る ②記録する ③伝える の 3つのステップに沿って、医師へ

の相談を準備するプログラムを毎日 LINEで配信 

− 一人でも多くの IBD患者さんがひとりで悩みを抱え込まず、医師に積極的に相談し、適

切に頼りながら治療に取り組めるようサポート 

 

アッヴィ合同会社（本社：東京都港区、社長： ジェームス・フェリシアーノ、以下「アッヴィ」）は、炎症性腸

疾患（IBD）患者さんがひとりで抱え込むことなく、自分の症状の悩みや治療目標を医師に適切に伝え

るためのサポートを目的とした LINEプログラム「たよって IBD」を開設したことをお知らせします。 

 

IBD は、大腸や小腸など消化管に炎症が起こり、将来的な腫瘍発現リスクが増加する可能性のある疾

患で、主に指定難病である潰瘍性大腸炎とクローン病があります。下痢や腹痛が主な症状であるため、

トイレの回数の急増や、食事の制限など患者さんの生活にさまざまな影響を及ぼすこともあります 2,3。

IBD の発症は、これから社会で活躍する世代である 10-20 代で多く報告されていますが 4、現時点で

は完治につながる治療法がなく、患者さんの人生を通じて大きな負担となる可能性もある指定難病で

す 2,3,5,6。 
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しかし、患者さんと医師に対する意識調査によると、患者さんが症状の悩みや治療に対する不満など

をうまく医師に伝えられていない可能性が報告されています 1。「悩んでいたはずなのに、いざ診察室で

医師に相談しようと思っても、うまく伝えられない」そうした患者さんの悩みに応えるため、アッヴィは本

プログラムの開発に取り組みました。患者さんがひとりで悩みを抱え込むことなく、医師に自分の状態

や治療目標などを伝え、その目標に向けて医師と相談しながら治療に取り組める支援をしたい、そん

な思いから「たよって IBD」というアカウント名にしています。 

 

IBD は適切な治療により症状が落ち着いた状態を保ち、安定した日常生活を送ることも可能となってき

たといわれています。しかし、その実現のためには、IBD 患者さんが悩みや治療目標を医師に共有し、

適切な治療を選択できる環境が重要となります。そこで、本プログラムでは IBD 患者さんが医師に自

分の現在の症状や悩みと共に、治療目標となる目指したい状態や叶えたいことを伝えるため、①知る 

②記録する ③伝える の 3つのステップに沿ってコンテンツを配信していきます。 

 

ステップ①「知る」では、気付きを得るために、先輩患者さんたちのこれまでの経験などを配信し、IBD

と共に過ごす生活を振り返ります。ステップ②「記録する」では、日々の病状を記録し、現在の自分の状

態を把握します。そして、ステップ③「伝える」では、より良い診療時のコミュニケーションのコツを学びな

がら、現状を把握したうえで、自分に合った生活の目標設定を行い、目標を医師に伝えるための相談

シートの作成ができるプログラムを提供しています。 

 

本 LINEプログラム「たよって IBD」を通じて、一人でも多くの IBD患者さんが、ひとりで悩みを抱え込ま

ず、医師に積極的に相談することで適切に頼れるようにサポートします。それにより、患者さん本人が

治療に積極的に取り組み、自分に合った適切な治療法と出会い、以前と変わらない日常生活を過ごせ

るようになることを目指します。アッヴィではこの活動に加え、社会全体で IBDの認知・理解を高める活

動として、I know IBD プロジェクトを行っています。I know IBD プロジェクトの詳しい情報はこちらでご

確認ください。 

 

アッヴィは、革新的な治療薬の開発・提供だけでなく、患者さん支援の取り組みや社会全体の IBD へ

の認知・理解向上に取り組むことで、IBD患者さんの希望あふれる日常の実現を目指してまいります。 

https://www.iknowibd.com/prj/
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＜LINEプログラム「たよって IBD」 概要＞ 

 

アカウント名：アッヴィ たよって IBD 

 
 

主なコンテンツ： 

− マンガでわかる先輩 IBD患者さんのエピソード 

− IBD患者さんと専門医の座談会記事 

− 症状記録 

− 診察時のより良いコミュニケーションのためのコツ 

− 相談用シートの作成とその活用 

マンガでわかる先輩 IBD患者さ

んのエピソード 

 

症状記録 目標設定 
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以下の二次元コードを読み取り、アクセスしてください。 

 

友達登録用二次元コード 

※直接 LINEから友達登録ができます 

たよって IBD 概要紹介Webサイト 情報 

※概要紹介サイトに遷移されます。 

このサイト内から友達登録に進むことも可能です。 

 

 

 

 
URL：https://www.iknowibd.com/tayotte/ 

 

 
 

IBDについて 

IBD は、大腸や小腸など消化管に炎症が起こり、将来的な腫瘍発現リスクが増加する可能性のある疾

患で、主に指定難病である潰瘍性大腸炎とクローン病があります。下痢や腹痛が主な症状であるため、

トイレの回数の急増や、食事の制限など患者さんの生活にさまざまな影響を及ぼすこともあります 2,3。 

 

IBD の発症は、これから社会で活躍する世代である 10-20 代で多く報告されていますが 4、現時点で

は完治につながる治療法がなく、患者さんの人生を通じて大きな負担となる可能性もある指定難病で

す 2,3,5,6。しかし、適切な治療により症状が落ち着いた状態を保ち、安定した日常生活を送ることも可能

となってきたといわれています。  

国内の IBD推計患者数は約 29万人 7と、国の定める指定難病の中でも患者数が多い疾患 8として

知られており、国内患者数は年々増加傾向にあります 8。 

 
 

アッヴィについて 

アッヴィのミッションは現在の深刻な健康課題を解決する革新的な医薬品の創製とソリューションの提

供、そして未来に向けて医療上の困難な課題に挑むことです。一人ひとりの人生を豊かなものにする

ため次の主要領域に取り組んでいます。免疫疾患、がん、精神・神経疾患、アイケア、さらに美容医療

https://www.iknowibd.com/tayotte/
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関連のアラガン・エステティックスポートフォリオの製品・サービスです。アッヴィの詳細については、

www.abbvie.com をご覧ください。LinkedIn、Facebook、Instagram、X（旧 Twitter）や YouTubeでも

情報を公開しています。 

 

日本においては主に、免疫疾患、肝疾患、精神・神経疾患、がん、アイケアの領域、さらに美容医療関

連のアラガン・エステティックスのポートフォリオで、製品の開発と提供に取り組んでいます。アッヴィの

詳細については、www.abbvie.co.jpをご覧ください。Facebookや YouTubeでも情報を公開していま

す。 
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